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16. 術後抗生物質投与による咽頭ブドウ球菌の
変動について
大学院3年柏木 登
最近教室で経験した術後感染症(肺炎，膿胸，腹
膜炎，皮下膿蕩〉には全て病原性ブドウ球菌が見出
され，そのファージ型はほとんどが 54型と 80型の 
2種であった。しかもそれらの各種抗生物質K対す
る耐性度は極めて高度で、あった。こうした院内lζ広 
く蔓延し，次々に術後感染を起していく菌は近年病
院ブドウ球菌という名で呼ばれているが，今回はこ
れら病院ブドウ球菌の術後患者に於ける蔓延の模様
を見る目的で，咽頭ブドウ球菌の変動を追求した。
術後患者の咽頭lζ於ける病院ブドウ球菌 (54型な
いし 80型)の出現頻度は 20例中 12例で， その出
現の仕方は，抗生物質投与後の菌交代現象によって
起ったもの 11例， 菌交代現象によらず菌を獲得し
たもの 1例であった。亦菌出現についての条件を分
析すると，まず抗生物質投与例 16例には 11例の出
現を見，しかもテトラサイクリン系抗生物質の投与
例は全例もれなく出現していた。次l乙手術侵襲の大
きさでみると，噴門切除以上の手術では 8例，例外
なく病院ブドウ球菌の出現を認め， しかもその場
合，菌出現後は，他の菌の併存を許きない純培養の
状態である事が解った。かくして病院ブドウ球菌
は，抗生物質投与と術後咽頭粘膜障害の結果，早期
比，かつ高率に患者咽頭に出現する事が解ったが，
乙うした事態ば，術後感染を実際K引き起している
病原性ブドウ球菌が，広範囲に術後患者によって培
養され，そ ζから供給されている点を考えて，臨床
上極めて重要な問題と云わなければならない。 
17. 	 胃アトニーの運動機能的分類とその臨康的
意義
大学院3年平島 毅
胃運動曲線を新たに工案したパローン水マノメー
タ一法を使って採取し，新たに胃の運動量を規定
し，	 乙れを指標として胃アトニー，下垂症治療前後
の胃運動機能を明らかにし，胃アトニー及び下垂症
の手術適応の基準，術式の検討をした。 
指標とした運動量とは胃内圧を力学的に表示する
もので，バロンに掛った胃内圧は水柱圧に等しく，
この曲線を積分することによって得られた面積が運
動に比例しi一定時間の運動量は嬬動波の住事量に
、。L等し 
この実測に当つては細分した長方形の緩和を以つ
てこれに代えた。
試験対照として，正常例，胃下垂症，胃体部切除
例を選ぴ， 現在迄28例の結果は下記の如くであっ
た。
(1) 正常胃の単位時間の運動量は平均 20.7Joule 
であり， これを 100%とし以下の運動量は正常値に
対する百分率をもってこれに代えた。 
(2) 	 レ線的胃下垂症の運動量は 100%以下であっ
た。
(3) 運動量 50%以下をアトニーとして， 内容排
出率をみた所全例K於いて遅延型となって居り，更
に Choline作働薬である Bethanechol Chloride 
k作働しないものが多い。
住) 胃体部切除後の残胃の運動量は 13例に於い
て90%から 40%を占めた。
伍) 胃体部切除後の残胃の運動量は経過の推移iζ
つれて増量した。 
(6) 術前運動量の低いもの程，術後運動量の上昇
率がよい。
以上胃曲線より新たに運動量を定義しとれが胃の
運動機能を適確に表わすものであることを実証し，
遠隔成績を追求することによって胃アトニー，下垂
症の手術適応の決定，更に術後の運動機能，術式の
検討に資するものと考える。 
18. 	 視保下部腹内側野破壊動物に就ての知見
(主として体重及び血糖値の変動〉
大学院3年夏目隆一
視床下部腹内側野を電気的に破壊したウサギの術
後の体重変化を 3カ月以上K亘って観察すると 10
日前後でほぼ術前の体重にもどり， 50日以後では対
照のウサギに比べいちぢるしい増加傾向を示した
が， この間みられた多食症状に関係あるものと思わ
れる。此の様な状態にあるウサギの血糖値には， 
Sudsaneh及び Mayerの実験の場合と同様に大き
な変動は認められなかった。しかし表面的に現われ
ていない血糖の調節機序の変化は Phenobarbital， 
Chlorpromazine，Reserpine等の薬物を作用させ
てその変化をみる事により或程度解明する事が出来
た。
視床下部の交感帯や副交感帯と考えられている部
分を完全に分離破壊し，長期生存出来れば別である
が，それは極めて困難な問題であり，他の面の実験
と併せて考える必要がある。例えば動物の行動が温
和になる事と肥貯が並行的である事から視床下部の
